
講義 後期
学習教育
目標 諏訪睦生

必須 １単位 1-AE Suwa mutuo

「葦屋の里」（一）；　　　；　　　（十二）　；　　（四）
第27回

授業アンケー
トへの対応

備　考

「　；　　」（二）；　　　；　　　（十三）　；　　（五）
定期試験

教材は変更することもある。

第21回
第22回
第23回
第24回

「さらぬ別れ」　；

オフィス
アワー

第25回
「行く蛍」　　　；　　　　；　　　（十）　　；　　（二）
「梓弓」　　　　；　　　　；　　　（十一）　；　　（三）

第26回

出勤日（火・水・金）の昼休み時間、非常勤講師室にいる。

第28回
第29回
第30回

科目目標
（到達目標）

（１）古文の読解力を養う。（２）古典の知識をつける。（３）ことばの感性を
磨く。

１学年から４学年までの各国語教科目

定期試験および平素の学習状況（主にレポートの提出等）により、習熟達成度を
見る。

プリント教材。ビデオ・CD等の視聴覚教材。
教科書
器材等

評価の基準と
方法

関連科目

第18回
第19回
第20回

第15回
第16回
第17回

「初冠」音読解釈・鑑賞批評 古文の学び方（一)かなづかいと発音

「小野の雪」　　；　　　　；　　　（八）　　；　　　（五）
定期試験

第 4回

第12回
第13回
第14回

第 8回

第11回

第 5回
第 6回
第 7回

第 9回
第10回

「　；　」（二）；  　　　；　　　（六）　　；　　　（三）
「渚の院」　　　；　　　　；　　　（七）　　；　　　（四）

「芥川」　　　　；　　　　；　　　（二）係り結び・用言の用法
「東下り」（一）；　　　　；　　　（三）文節の種類と用法
「　；　」（二）；　　　　；　　　（四）助動詞の用法（一）
「筒井筒」（一）；　　　　；　　　（五）　　；　　　（二）

授業計画

第 1回
第 2回
第 3回

担当
古典

Classical
Japanese

平安時代の物語文学の代表作である「伊勢物語」から、著名な章段を選んで、古
文読解の基礎力を養う。さらに古典の知識をつけ、豊かな感性とより広い考え方
をつける。

概　要

学科
学年

科目
分類

M1 D1
C1




